
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【柔道情報】 

上村春樹講道館長が北見で講習会を開催！ サハリンの子どもたちも参加！ 

講道館より、上村春樹講道館長が北見市武道館で講道館青

少年育成講習会が開催されました。講師には、上村春樹館

長（九段）のほか、鮫島元成講師（八段）・小志田憲一講師

（七段）・塚田真希講師（五段）が、小中高生や指導者約

200 名に柔道の技の極意や柔道の考え方を伝授しました。

午前 10 時から午後 4 時まで内容の濃い講習会となりまし

た。指導部長の鮫島元成八段は、安全に柔道を行う為に、

投げた後の残身（相手に乗らない）・投げた時の引手（命づ

な）・投げられた時の受身（潔さ）この 3つを強調し、怪我

のない柔道の練習方法を指導をしました。講習会と北見合宿で来日していたサハリンの子供達も、柔道の正

しい礼法やトレーニング方法を熱心に学んでいました。 

【武道館情報】健康フェスティバル開催！！ 

10 月 25 日北見市武道館内を会場に、(公社)北海道柔道整復師会北見ブロック・(公社)北海道鍼灸師会オ

ホーツク鍼灸師会主催の『整骨院・鍼灸院による健康フェスティバル』が開催され、同日に小林病院整形外科部

長川村澄人先生による講演「スポーツ障害の予防と治療」が行われました。当日は、朝から降雪がありましたが、

開催時刻には晴れ間もみえ、多くの方々に来館頂きました。鍼灸師会は、お灸教室や日常のケアをアドバイス

するブースを構え、整骨師会では、体力測定やテーピング等の応急処置・介護予防のコーナーがあり、多くの方

が体験や相談をしていました。また数社企業によるデモブースもあり最新の治療機械を体験していました。 

連載「武道宝鑑」第５弾 柔道の本義と修行の目的  講道館師範 嘉納治五郎  
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